
Ⅱ-3 簡易貫入試験による土質･地盤調査 

1) 斜面調査用簡易貫入試験

それぞれの植生標準地内の，中央付近，左側，右側の各 3 箇所ずつにおいて，

斜面調査用簡易貫入試験器を用いて土層深や地盤の内部状況などを調査した。

この方法は、地盤工学会の地盤調査法に示されているもの（JGS 1443）であり、

可能な調査範囲は表層より深度概ね５ｍ程度で，強固な礫や岩の測定はできない

が比較的脆弱な地層部分（Ｎ値 30 程度以下）の調査においては効率的で効果的な

調査を行うことができる。人力運搬が可能な器具で調査でき，騒音や斜面を荒ら

すことも少ない。数㎝のバウンド（調査器具の跳ね上がりにより地層の堅さが判

別できる）を目視で見分けることも可能で，微妙な調査音の違いが直近で判別で

きるため，Ｎ値 5～20 程度の均質で脆弱な地層部分では他の試験方法（通常のボ

ーリングにおける標準貫入試験など）と比較しても正確な調査結果となることも

ある。このため、当地の条件においては最も適した調査法と判断できる。
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試験方法は、先端のとがった丈夫で（通常はステンレス製の）規格が統一され

た「棒」（コーンおよびロッド）を、５㎏の「重り」（ハンマー）で動的に地面に

叩き込む（貫入させる）ものである。専用の試験器具が開発されており、ハンマ

ーを一定の高さから自由落下させて鉛直下向きに「棒」を叩き込める構造となっ

ている。通常は、10 ㎝貫入させるために必要としたハンマーの打撃回数を地層ご
とに計測して比較し、地層内部の状況を調査する。

この方法に用いられる調査器具で代表的なものは、以下の２種類である。

・斜面調査用簡易貫入試験器

・土研式貫入試験器

これら２つの器具には、先端の「とがり（コ－ン）」の形状において微妙な違い

があるものの、原理や機能はほぼ同じである。今回調査では、比較的汎用性が高

く調査事例が多いことから、斜面調査用簡易貫入試験器を用いる。

以下に、その仕様を示す。

項 目 仕 様 内 容

名     称 斜面調査用簡易貫入試験器

製  造 筑波丸東

ハ ン マ － 重 量 ５㎏

ハ ン マ － 落 下 高 さ 500㎜

コ－ン幅および先端角度 25㎜，60°

ロッド標準延長および直径 L=500㎜、φ=16㎜

適 用 調 査 深 度 表層から５ｍ程度以内

適 用 地 層 Ｎ値 30程度以下

Ｎ値換算
一般に深さ 10㎝貫入に要する
打撃回数（Nc値）の 1/2程度
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2) 128 林班の調査地（崩壊が少ない山腹）

簡易貫入試験による打撃回数（Nc値）÷1.5＝標準貫入試験の N 値と推定し，
Nc値 30 以上（N 値 20 以上）を締まった地盤，Nc値 10 以下を特に緩い表層土
とする。

○Nc値 10以下の緩い土層の厚さは、2.2ｍ程度
○2.9ｍ程度より深部は Nc値 30以上の締まった地盤（風化基岩を含む）となる

○Nc値 10以下の緩い土層の厚さは、1.9ｍ程度
○3.2ｍ程度より深部は Nc値 30以上の締まった地盤（風化基岩を含む）となる
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○Nc値 10以下の緩い土層の厚さは、2.0ｍ程度
○3.3ｍ程度より深部は Nc値 30以上の締まった地盤（風化基岩を含む）となる

○Nc値 10以下の緩い土層の厚さは、3.8ｍ程度
（途中に礫が多数介在するが容易に打ちぬけるほど脆い）

○Nc値 20以下の緩い地盤の厚さ、4.4ｍ
○4.4ｍを超えて比較的締まった土層（または破砕礫層）ただし、明瞭なバウン
ドや打撃時の金属音は無く、強固な基岩層ではない（非常に脆い風化岩砕混じ

りの不安定な表層土が厚く残っている）
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○Nc値 10以下の緩い土層の厚さは、3.6ｍ程度（脆い礫が多数介在）
○Nc値 20以下の緩い地盤の厚さ、4.5ｍ
○4.4ｍを超えて比較的締まった土層（または破砕礫層）強固な基岩層ではない

○Nc値 10以下の緩い土層の厚さは、3.5ｍ程度（脆い礫が多数介在）
○Nc値 20以下の緩い地盤の厚さ、4.3ｍ
○4.4ｍを超えて比較的締まった土層（または破砕礫層）ただし、明瞭なバウン
ドや打撃時の金属音は無く、強固な基岩層ではない（非常に脆い風化岩砕混じ

りの不安定な表層土が厚く残っている）

以降に，これらの詳細な調査結果をとりまとめて示す。
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斜 面 調 査 用 簡 易 貫 入 試 験   調 査 表　（128林班：崩壊地なし）
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斜 面 調 査 用 簡 易 貫 入 試 験   調 査 表　（128林班：崩壊地なし）
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斜 面 調 査 用 簡 易 貫 入 試 験   調 査 表　（128林班：崩壊地なし）
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斜 面 調 査 用 簡 易 貫 入 試 験   調 査 表　（崩壊地あり）
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斜 面 調 査 用 簡 易 貫 入 試 験   調 査 表　（崩壊地あり）
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斜 面 調 査 用 簡 易 貫 入 試 験   調 査 表　（崩壊地あり）
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Ⅱ-4 表層崩壊への影響に関する総合的な検討 

今回の個別調査結果をもとにした検討結果を，以下の表にとりまとめて示す。

項 目 内 容 検 討 結 果 

生態的な面か

ら見た個別調

査結果の検討 

根系のネットワークは樹高 19ｍの林分でも 30ｍ

の林分でも同様に地中1ｍ程度であった。壮齢以上

の成熟した森林植生であれば，根系のネットワーク

の範囲という面で見れば大差なく表層崩壊防止機

能を発現していた。 

森林土壌による豊富な浸透能により，顕著な表面

流水の発生や集中は非常に少ないと見られ，いずれ

の林分でも表面浸食防止機能が発現されている。 

しかし，これらの森林植生による同等程度の機能

が発現されているにもかかわらず，斜面の表層土が

波状に凹凸するなど不安定な状況で崩壊の発生も

多い斜面と，比較的安定した斜面とが見受けられ，

これらの斜面の間には明確な「森林による防災機能

の差異」が認められなかった。 

山地斜面においては，

高木樹冠を有した森林植

生を維持することが根系

の維持＝表層崩壊防止機

能の維持保全につなが

る。 

これは，浸透能による

表面浸食防止機能の維持

保全においても同様であ

る。 

しかし，本県では，こ

れらの機能を超えた要因

による斜面の不安定化や

崩壊の発生傾向も認めら

れる。 

土質･地盤条件

等から見た個

別調査結果の

検討 

崩壊が多発している斜面では，表層の不安定土層

が厚く，特にボロボロに風化した脆弱な礫層を含む

不安定層が厚かった。3箇所の簡易貫入試験におけ

る最深部の反動からも，新鮮な金属音は無く，基岩

の風化が激しく脆弱であることがうかがえる。 

逆に，表層崩壊が少なく安定している斜面では，

表層の不安定土層が比較的薄く，脆弱な風化礫層も

比較的少なく，簡易貫入試験の範囲内でも深部では

比較的堅い基岩層に達して明瞭な金属音を残すバ

ウンドが確認できた。 

崩壊の発生に対する地

盤条件の影響，特に，不

安定な土層の厚さは非常

に大きな要因と考えられ

る。 

不安定土層が薄い斜面

は安定しており，脆弱な

破砕礫層などを含めた不

安定土層が厚い斜面では

崩壊が多発している。 

総合的な検討 

 植生による機能は根系の状況からも同程度，降雨

や地形条件も概ね類似であった 2 個所の個別調査

箇所において，一方は崩壊が多発しており，一方は

安定した斜面状況となっていた。 

 これらの個別調査地における明確な差異は，脆弱

な不安定土層の厚さであり，豪雨などにおける崩壊

発生への抵抗性に最も影響しているのは森林植生

の構成の些細よりも地盤条件であった。 

2 種類の個別調査箇所

は同程度の根系のネット

ワークを有し土性も地形

も概ね類似している。 

しかし，崩壊発生状況

には明確な差異があり，

それに影響を与えたのは

土質･地盤状況であると

考えられる。 
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